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研究成果の概要（和文）：電子流を駆動力とする原子移動、すなわちエレクトロマイグレーションを有効に利用したマ
イクロ・ナノ構造体の創製を扱い、効率よく原子を集積するために、異種金属接合角部にはじめて注目した。はじめに
同部における原子集積の理論解析を行い、解析結果に基づき新しいサンプルを作製した。これを踏まえ、多くの原子を
必要とする長いワイヤ、ワイヤアレイ、チューブ、等の高度マイクロ・ナノ金属構造体を創製した。さらに実現したマ
イクロ・ナノ構造体の力学的、電磁気的、および熱的要素としてのポテンシャルを探り、効率的なマイクロ・ナノ構造
体創製指針を策定した。

研究成果の概要（英文）：This study treated the fabrication of micro/nano structures utilizing electromigra
tion where the atoms are moved by the electron flow. To accumulate atoms efficiently, we paid attention to
 the corner composed of dissimilar metal lines. First theoretical analysis on the accumulation of atoms at
 the corner was performed, and based on the analytical results, new samples for effectively fabricating va
rious micro/nano structures were fabricated. Various micro/nano structures, e.g., longer wire, wire array,
 tube, etc. were realized by the new samples. Mechanical, electromagnetic and thermal properties of the mi
cro/nano structures were also investigated. Finally the guidelines for effectively fabricating the micro/n
ano structures utilizing electromigration was pointed out.
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１．研究開始当初の背景 
 様々なマイクロ・ナノ材料が実現されてき
ており、いよいよ本格的にこれら微細材料を
活用する段階となってきた。従来のナノ材料
作製手法は化学反応を利用するものがほと
んどであり、利用できる元素種類は拡大して
きているものの、その組み合わせに制約があ
る。また偶発的な要素のある化学反応によっ
ては、作製される材料の幾何学的形態を制御
することが困難である場合が多い。加えて、
所望の材料を得るには時として大量の廃液
が生成されるが、このことはコストのみなら
ず、環境問題配慮の観点からも好ましくない。 
 以上のような状況に鑑み、本申請代表者ら
はエレクトロマイグレーションなる、素材の
化学的特性に依存しない原子の拡散現象を
制御して金属マイクロ・ナノ材料を作製する
斬新な手法を世界に先駆けて提案し、これま
でに、金属ナノワイヤ、マイクロボール、チ
ューブやコイルといった、様々な微細構造体
を実現してきた。 
 これまでの研究成果を踏まえ、マイクロ・
ナノ金属材料研究の次のステップとして重
要になるのが、高効率創製手法の構築である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は電子流を駆動力とする原子移動、
すなわちエレクトロマイグレーションを有
効に利用したマイクロ・ナノ構造体の創製を
扱い、効率よく原子を集積するために、異種
金属接合角部の特徴的構造（角部に存在する
境界面）にはじめて注目する。電子流の集中
を伴って同境界面を活用する方法を開拓し、
これにより多くの原子を必要とする長いワ
イヤ、ワイヤアレイ、高機能断面を有し、か
つ長いチューブ、等の高度マイクロ・ナノ金
属構造体を創製するものである。また実現し
た高度マイクロ・ナノ構造体の力学的、電磁
気的、および熱的要素としてのポテンシャル
を探ることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究計画は５項目に大別される。（１）
異種金属接合角部における原子集積の理論
解析では、異種金属接合角部の特徴的構造を
利用して効率良く原子を集積するための理
論を構築し、これに立脚して（２）異種金属
微細接合角部を有する新規サンプルを作製
する。作製したサンプルを用いて（３）長い
ワイヤ、ワイヤアレイ、高機能断面を有し、
かつ長いチューブ、等の高度マイクロ・ナノ
金属構造体の創製を実現する。（４）高度マ
イクロ・ナノ構造体の特性利用では、作製し
たマイクロ・ナノ構造体の電磁気的、力学的、
熱的素子としてのポテンシャルを探り、最終
的に（５）効率的なマイクロ・ナノ構造体創
製指針の策定と応用への提言を行う。 
 
 
 

４．研究成果 
（１）異種金属接合角部における原子集積の
理論解析 
 異種金属接合角部での電子流集中、ジュー
ル発熱による温度分布、そしてこれらの影響
による原子流束とその発散（単位時間、単位
体積当たりの原子の蓄積量あるいは損失量）
を解析し、異種金属境界面での原子の集積を
理論的に求めた。これにより異種金属接合の
場合、材料の組合せにより、角部近傍領域で
の原子集積が制御可能であることを理論的
に明らかにした。 

 

図１ 異種金属接合角部近傍での原子集積 
 
（２）異種金属微細接合角部を有する新規サ
ンプルの作製 
 マイクロ・ナノ材料の創製には、サンプル
内に原子が集積しやすい箇所を設けること
が得策である。ここでは異種金属微細接合の
前段階として、単一元素金属からなるサンプ
ルに急激な形状（幅）変化を導入し、原子集
積へのその寄与について検討した。同サンプ
ルにおける温度分布を評価して、電子流の場
所による急激な変化と共に原子集積に寄与
することを考察し、並行してサンプルを作製
して、形状の急変部において原子の集積が起
こることを実証した。ここに先端径がおよそ
10m の極微小熱電対を自作して通電時の当
該サンプルの温度分布を実測し、意図した温
度分布が形成されていることを確認した。 

 
図２ 急激な形状変化を有するサンプルに
よるマイクロ材料創製 
 
（３）金属微細ワイヤ/構造体アレイの実現 
 ２本の微細ワイヤを同時創製することを
基本に取上げ、直列回路型試験体が適する理
由を通電中の電圧計測を踏まえた原子排出
孔間の相互作用に関する考察より詳細に明
らかにした。また微細ワイヤ、構造体アレイ



の実現において重要な原子排出孔の付与方
法に関して、酸化物ナノワイヤを当該孔の鋳
型として用い、これを還元消失させる新規手
法を考案した（特許出願）。この手法によれ
ば、これまでの収束イオンビームを用いる手
法よりも微小な孔を容易に作製でき、さらに
微小孔のアレイ作製も可能である。 
 その他、エレクトロマイグレーションによ
り作製した Al 微細ワイヤの弾塑性特性を取
得し、当該ワイヤの降伏応力がバルク材に比
べて 20 倍高いことを実証した。また原子拡
散現象を利用して酸化鉄ナノワイヤアレイ
を短時間に作製することにも成功している。 

 
図３ 直列回路型試験体による 2 本の微細ワ
イヤの同時創製 

 

図４ Al マイクロワイヤの曲げ試験（バルク
と比較して 20 倍程度高い降伏応力） 
 
（４）長い金属マイクロ・ナノワイヤの作製 
 エレクトロマイグレーションによる長い
金属マイクロ・ナノワイヤ創製には、通電に
よるサンプル断線寿命が長いことが重要で
あり、これを実現するため従来のサンプル構
造を発展させたサンプル構造を考案した。具
体的には、保護膜を従来の絶縁体である
TEOS 膜から導電性を有する膜に変えること
で主の原子拡散源である金属配線が一部断
線しても継続して通電が可能となるように
した。同時に、金属マイクロ・ナノワイヤ作
製のための最適な電流密度と基板温度との
関係を実験により検討した。 

 
図５ 導電性保護膜サンプルを用いて創製
した金属マイクロワイヤの例 
 
（５）高機能断面を有するマイクロ構造体の
作製 
 高機能性を追求した断面を有するマイク
ロ構造体作製のためのサンプルを作製した。
具体的には、保護膜に原子排出孔を作製する
にあたり、従来の方法である集束イオンビー
ム装置を用いた手法のみならず、フォトリソ
グラフィーによってもこれが達成できるこ
とを実証した。フォトリソグラフィーを用い
て高機能断面を有する排出孔を作製するこ
とは、マイクロ構造体の大量創製を見据えた
製作時間の短縮につながる。これにより形状
の異なる排出孔を複数作製し、実験に供した。 
 
（６）金属微細ワイヤ/構造体アレイの実現 
 10 本のアレイ構造を有する新規サンプル
を作製した。ここに前述の導電性保護膜を用
いることで、アレイ構造における断線の危険
性が減るばかりでなく、サンプル製作工程の
大幅短縮を実現した。また、酸化物ナノワイ
ヤアレイを鋳型とし、これを還元することに
より、ナノスケールの原子排出孔アレイを提
供する保護膜作製の基礎を確立した。 

 
図６ アレイ構造サンプルを用いた 10 本の
微細ワイヤの同時創製 
 
（７）電磁気的素子としての金属マイクロリ
ング・コイルの作製 
 ジュール熱を用いた金属細線の省エネル
ギー熱処理法を提案し、当該手法により軟化
させた銅マイクロ細線を塑性加工して、直径
と線径の比がわずか 3 程度の金属マイクロコ
イルを作製することに成功した。さらに作製



したマイクロコイルを永久磁石上に配置し
て交流電流を付与し、当該構造体の電磁気的
アクチュエーション機能を確認した。また作
製した CuO ナノワイヤに Pt を被覆した後、
この 2 層構造体を加熱してナノワイヤのみを
クリープ流動させることにより、マイクロコ
イル構造を作製し、さらにその発生磁場を評
価した。 

 

図７ ジュール熱を用いた金属細線の熱処
理（電気炉を使用した熱処理に比べて格段に
省エネルギー） 

 

図８ クリープ流動を利用したマイクロコ
イル構造の作製 
 
（８）力学的素子としてのマイクロ剛性機構
の作製 
 金属 2 層ナノチューブを作製した。またそ
の構造体の力学試験を実施して当該構造体
がマイクロ剛性機構の要素として利用可能
であることを確認した。 

 

図９ 金属 2 層ナノチューブ 
 

（９）熱的素子としての微細熱交換器の実現 
 直径の異なる様々な元素の金属細線を大
気中、および真空中でジュール熱により切断
し、切断に要した電流値の比較より大気中で
は細線表面からの放熱が顕著に生じている
ことを明らかにした。 

 
図１０ ジュール熱による金属細線の切断
の一例（細線は中央で切断される） 
 
（１０）効率的なマイクロ・ナノ構造体創製
指針の策定と応用への提言 
 TiN や CrN といった導電性材料を保護膜と
して新たに使用することで、従来の半分以下
となる作製工程の短縮に成功し、効率的な構
造体創製に導電性保護膜の使用が推奨され
ることを示した。また導電性保護膜と新たに
考案した櫛状サンプル構造を用いることで
10 本以上のマイクロ構造体の創製に初めて
成功し、導電性保護膜と櫛状サンプル構造の
融合が、効率的な構造体創製への応用に有効
であることを示した。 

 
図１１ 導電性保護膜を用いた新しいサン
プルの考案（作製時間を従来の半分に短縮） 
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